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Text Blazeの利点

動作が早い
• Stream Deckなどのマクロキーボードと比べると爆速

電子カルテの情報が取得可能
• 生活習慣病療養計画書、エコー所見用紙、診断書などが作成できる

カスタマイズ可能
• 自由度が高い



動作確認

入力 電子カルテ情報の取得

クリニクス ◯ ◯

デジカル（デモ版） ◯ ◯

CLIUS（デモ版） ◯ X

モバカル（デモ版） ◯ X



環境確認

• インストール (Chromeへの拡張機能の追加）
最新バージョン (3.15以降）の確認
Chromeへのログインは必要

• 印刷用紙設定（生活習慣病療養計画書などスニペットを印刷する場合）
余白無し



価格表
: Pro版使用のすすめ

blaze.today/?ref=UZEGFD8L

https://t.co/f777ylMmNa


Text Blaze バージョン確認; 最新バージョンを使用しましょう

1.Chromeのアドレスバー横の拡張機能を管理を選択

2. 詳細からバージョン 3.1.5であることを確認



Text Blaze バージョン確認



更新方法

1.一度削除してから再度Chromeに追加する

2.Chromeを開いたら右上の「︙」から「拡張機能」内の
「拡張機能を管理」をクリックします。「デベロッパー
モード」をオンにして「更新」をクリック



印刷設定 “余白なし”に設定



Text Blazeを使ってみる(生活習慣病療養計画書のデモ）

• 入力フィールドおよびその演算
• If文による条件分岐
• 電子カルテ情報の取得

• 患者氏名、年齢、クリニック名、医師名
• 電子カルテ入力情報

電子カルテ
情報

Text Blaze
での処理

* If文による条件分岐はPro版が必要



演習：BMI計算プログラムの作成

• 入力フィールド、及びその演算

• 電子カルテ情報の取得（氏名などの個人情報の挿入）

• 前回カルテデータからの転記



BMI計算プログラムの作成

• 入力フィールド、及びその演算

• 電子カルテ情報の取得（氏名などの個人情報の挿入）

身長: {formtext: name=身長; cols=5; default=160}cm 体重: {formtext: name=体重; cols=5; 
default=60}kg{bmi=`体重`/(`身長`/100)^2}
BMI: {=bmi; format=,.1f}{ideal_bw22=22*((`身長`)/100)^2; format=,.1f}{ideal_bw25=25*((`身長
`)/100)^2; format=,.1f}
理想体重: {=ideal_bw22; format=,.1f}(BMI22)～{ideal_bw25=25*((`身長`)/100)^2; 
format=,.1f}(BMI25)kg

{site: text; page=https://karte.medley.life/*; select=ifneeded; selector=.names-name}さんは{if: 
bmi>25}肥満です{elseif: bmi<18.5}痩せです{else}正常範囲内の体重です{endif}
理想体重との差は{=`体重`-ideal_bw22; format=,.1f}㎏です。



BMI計算プログラムの作成（エディターで作成します）

• 入力フィールド、及びその演算

• 電子カルテ情報の取得（氏名などの個人情報の挿入）



日本語で変数を使用する方法

バッククォート``で囲むと日本語のフィールドも変数として使用可能

{bmi=体重/(身長/100)^2} ☓

{bmi=`体重`/(`身長`/100)^2} ◯

{bmi=weight/(height/100)^2} ◯

トグルフィールドを扱う場合は日本語変数が便利

バッククォート``の入力方法
Shiftキーを押しながら「＠」が書いてあるキー（「P」のキーの1つ右のキー）を押す



Website Inserterの利用方法; 電子カルテ情報を取り込む

右のコマンドから”Website”を選んで”Select from website”から必要な情報のあ
る部分を選択する

クリニクスなら名前のみ選択可能

デジカルはID+氏名＋カナ氏名＋年齢でまとまった選択しかできないので抽出が必要
extractregex ＋ 正規表現を利用する



デジカルでの氏名のみの抽出; 正規表現を活用する

{=extractregex({site: text; page=https://demo.digikar.jp/*; select=ifneeded; selector=.css-e6sfbd 
> :nth-child(1)}, "¥d+ 
([¥p{Script=Han}¥p{Script=Hiragana}¥p{Script=Katakana}ー]+[¥s ][¥p{Script=Han}¥p{Script=Hiraga
na}¥p{Script=Katakana}ー]+)")}

正規表現部分

¥d+: 1桁以上の数字に一致します。

([¥p{Script=Han}¥p{Script=Hiragana}¥p{Script=Katakana}ー]+[¥s ][¥p{Script=Han}¥p{Script=Hiragana}¥p{Script=Katakana}ー
]+):[¥p{Script=Han}¥p{Script=Hiragana}¥p{Script=Katakana}ー]+: 

漢字、ひらがな、カタカナ、長音記号が1つ以上続く部分に一致します。[¥s ]: 半角スペースまたは全角スペースに一致します。
[¥p{Script=Han}¥p{Script=Hiragana}¥p{Script=Katakana}ー]+: 漢字、ひらがな、カタカナ、長音記号が1つ以上続く名前部分に一致します。



デジカルでの情報抽出コード例

年齢:{=extractregex({site: text; page=https://demo.digikar.jp/*; select=ifneeded; selector=.css-e6sfbd > :nth-
child(1)},"(¥d{1,3})歳")}

*歳の前にある1-3桁の数字を抽出

氏名: {=extractregex({site: text; page=https://demo.digikar.jp/*; select=ifneeded; selector=.css-e6sfbd > :nth-
child(1)}, "¥d+ 
([¥p{Script=Han}¥p{Script=Hiragana}¥p{Script=Katakana}ー]+[¥s ][¥p{Script=Han}¥p{Script=Hiragana}¥p{Scri
pt=Katakana}ー]+)")}

*IDに続いて出てくる名字＋名前を抽出



電子カルテ情報の取得; extractregex

https://blaze.today/formulas/reference/

Function Description Example

extractregex(x, regex, flags)

Extracts the portion of a string 
matching a regular expression. If 
a capture group is set, extracts 
the capture group

extractregex("dog", 
"d(..)") ⇒ "og"

必ずカルテに存在するデータ（氏名、性別、年齢）などはextractregexで抽出

（）部分が抽出されます

https://www.youtube.com/watch?v=Ut7xlvov0wU

https://blaze.today/formulas/reference/
https://www.youtube.com/watch?v=Ut7xlvov0wU


デジカルでの情報抽出コード例

年齢:{=extractregex({site: text; page=https://demo.digikar.jp/*; select=ifneeded; selector=.css-e6sfbd > :nth-
child(1)},"(¥d{1,3})歳")}

*歳の前にある1-3桁の数字を抽出

氏名: {=extractregex({site: text; page=https://demo.digikar.jp/*; select=ifneeded; selector=.css-e6sfbd > :nth-
child(1)}, "¥d+ 
([¥p{Script=Han}¥p{Script=Hiragana}¥p{Script=Katakana}ー]+[¥s ][¥p{Script=Han}¥p{Script=Hiragana}¥p{Scri
pt=Katakana}ー]+)")}

*IDに続いて出てくる名字＋名前を抽出



正規表現は覚えなくてもOK
Chat GPTの活用 コード解説、作成に利用

https://chatgpt.com/g/g-waKRQOboH-text-blazenokotonituiteshuo-ming-xiu-zheng-
surutiyatutohotuto

https://chatgpt.com/g/g-waKRQOboH-text-blazenokotonituiteshuo-ming-xiu-zheng-surutiyatutohotuto


前回カルテからの転記からデータを抽出（デフォルト値としての取得方法）

身長、体重 デフォルト値として前回カルテデータから転記
{site}コマンド

取得した値を変更できるようにしたい
{run}コマンドで単回のデータ取得

前回カルテがない場合も使用できるようにしたい
{Catch}コマンドで前回カルテの有無をチェック



ランダムテキストを使用する; Command Packのアクチベーション

例）気管支喘息の生活指導

• こまめに掃除をしましょう
• 風邪やインフルエンザを予防しましょう
• 内臓脂肪を減らしましょう
• 発作の前ぶれを知りましょう
• ストレスをためないようにしましょう

生活指導をランダムに表示させる



クレアチニンクリアランス計算プログラムの作成

クレアチニンクリアランス推算式 (Cockcroft-Gaultの式)
男性：(140 - 年齢) × 体重 / (72 × 血清クレアチニン値)
女性：0.85 × (140 - 年齢) × 体重 / (72 × 血清クレアチニン値)

1. 手動入力での実装
• {note}コマンドにより入力フィールドに反映されないコメントを挿入する

2. 電子カルテ情報(年齢、体重、血性クレアチニン値）を取得して自動計算を実装
• 入力フィールドの情報を自動取得する



{note}コマンドにより入力フィールドに反映されないコメントを挿入する

{note} {endnote}で囲まれた領域はスニペットでは表示されるが実際の入力フィールには反映されない
スニペットを印刷した場合は印刷されます（バージョンにより異なるので注意が必要）



電子カルテ入力フィールドからの抽出（test -> extractしないとエラー）

2024年07月23日
クレアチニン H 0.86 MG/DL
尿素窒素 9.9 MG/DL
尿酸 5.0 MG/DL
HbA1c NGSP 4.9 %
LDLコレステロール 129 MG/DL

Function Description Example

testregex(x, regex, flags) Tests whether a regular 
expression matches a string testregex("dog", "d..") ⇒ yes

extractregex(x, regex, flags)

Extracts the portion of a string 
matching a regular expression. If 
a capture group is set, extracts 
the capture group

extractregex("dog", 
"d(..)") ⇒ "og"



電子カルテ入力フィールドからの抽出（test -> extractしないとエラー）

電子カルテ入力欄から抽出

電子カルテ入力欄（CLINICS+日本臨床の場合の血液データ記載例）

クレアチニン H 0.86 MG/DL

{chart={site: text; selector=textarea}}{if: {=testregex({=chart}, "クレアチニン.*MG/DL") }}{cre_all=extractregex({=chart},"クレアチニ
ン.*MG/DL")}{cre=extractregex({=cre_all},"¥d+(?:¥.¥d+)?"); trim=yes}{endif}

正規表現における .* は以下のような意味を持ちます
. は「任意の1文字」を意味します。
* は「直前の文字が0回以上繰り返される」という意味です。



補）AIの活用

1.Chat GPTのAPIを利用する方法
• 出力値を変数に格納できる、Open AIのAPIの取得が必要

2.Text Blaze組み込みのAIを利用する方法
• 早い、手軽

https://dashboard.blaze.today/gallery/gVYYVFmbKweldxLhLNi8

https://dashboard.blaze.today/gallery/gVYYVFmbKweldxLhLNi8


Text BlazeはコミニュティでのQAなどのやり取りが活発

https://community.blaze.today/
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